
別記様式第１号－１

市町名  

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 合計

3,053,500 3,053,500

200,000 200,000

うち県交付金 100,000 100,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

3,053,500 0 0 0 0 3,053,500

200,000 0 0 0 0 200,000

うち県交付金 100,000 0 0 0 0 100,000

栃木県わがまち未来創造事業実績書（市町総括表）
【単独・連携事業】

日光市

1
ポタリングによる地域活
性化事業

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 合計

3,053,500 3,053,500

300,000 300,000

うち県交付金 150,000 150,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

3,053,500 0 0 0 0 3,053,500

300,000 0 0 0 0 300,000

うち県交付金 150,000 0 0 0 0 150,000

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2

総事業費

うち市町支出額

栃木県わがまち未来創造事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

益子町

1
ポタリングによる地域活
性化事業

総事業費

うち市町支出額



別記様式第１号－３

　※事業主体が地域づくり団体等の場合のみ記載すること。

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

28年度
支援期間の
事業費計

とちぎ２大ポタリング祭
り
①日光春ポタ
②ポターリングましこ

3,053,500 3,053,500

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 2,553,500 0 0 2,553,500 0

幹事市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
0288-21-5147
0288-21-5109
chiiki-shinkou@city.nikko.lg.jp

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 日光市地域振興部地域振興課地域振興係
担当者名 森　頌子

事業内容

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：世界遺産日光の社寺前に広がる西町地区の飲食物産業者の発展を図るため相互共通の課題を取扱、組合
内の親睦を深めながら日光の発展に寄与する事を目的とする。
・設立年月日：昭和５４年
・構成員等：地区内店舗代表等４０名

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

・栃木県には、宇都宮ブリッツェンと那須ブラーゼンが本拠地を置いており、多くの市町において、自転車を活用したイベント
が開催されるなど、地域活性化と自転車を結びつける動きが増えてきている。
・2つのプロチームがあることによって一部で盛り上がりは見せているものの、地域の元気を生み出す要因としての自転車は
住民に決して広く認知されてはいない状況にある。
・人口減少が進む日光市及び益子町では、その影響を緩和し、地域の活力を創出するため、交流人口の増加や移住者の
増加など、新たな「ひとの流れ」をつくる必要があるが、両市町の魅力を十分に活かす取組（情報発信、受け入れ環境の整
備等）が不十分なことが課題となっている。

事 業 目 的

・誰でも気軽に参加できるポタリングは、体験型・交流型の要素を取り入れた新しい着地型観光イベントであるため、日光・
益子の大自然や食、歴史や伝統産業といった豊かな「魅力」に触れてもらうことで、地産地消や観光誘致を促進するととも
に、交流・定住人口の増加による地方創生の推進につなげていく。
・日光市・益子町が連携して当事業を実施することで、新しく多面的な誘客活動、宣伝活動が実現でき、個別の自治体以上
の相乗効果を生み出しながら、誘客・定住促進に向けた取り組みを加速させる。

事 業 概 要

【栃木2大ポタリング祭りの開催概要】
・　「ポタリング祭り」と銘打ち、日光市(4/24)を皮切りに、益子町(12/4)で開催。
・  自転車のレースではなく、気軽に参加できるポタリング（自転車による散策）を通して、隠れた名所など、様々な観光ス
ポットを紹介する。普段の観光では訪れない場所をコースに入れることで、新しい景色や風土を発見してもらい、地域の魅力
をより感じてもらうことができた。
・　例年満員であるため、今回は募集人数を増加して、入込人数を伸ばすことができた。
・　毎年恒例の事業であり、車道を走る自転車への理解など、年々地域住民のおもてなしの向上がみられる。参加者等の
ニーズ沿った受入態勢を強化し、来訪者にとって優しい観光のまちづくりを推進したことにより、参加者から高い満足度を得
られることができた。（アンケート結果による）

【情報発信の取り組み】
・新たな参加者を取り込み、本事業の活性化を推進するため、関係者のHPやSNSで周知を図り、イベント情報を記載した広
報紙やチラシを両市町の公共施設等に配置した。首都圏をはじめとする市外からの参加申込みがあり、誘客効果の高いイ
ベントとなった。

※2市町での開催を「栃木2大ポタリング祭り」と称し、全体を「ポタリングとちぎ実行委員会」が主催しているが、さらに個別の
開催を統括する各市町単位の主催者がおり、その団体に補助する事により参画。日光市は「日光二社一寺前飲食物産業
組合」益子町は「ポターリングましこ実行委員会」が補助対象団体となる。

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

日光市：【目標】基本目標②：地域の活力を創出する「ひとの流れ」をつくる
          【KPI】H32年までに観光入込客数 1,160万人を目指す[H26:1,074万人]
益子町：【目標】新ましこ未来計画　政策③：観光の基幹産業化
　　　　　【KPI】平成32年までに観光客入込数250万人を目指す［H26:185万人］

事業主体の名称※ 日光二社一寺前飲食物産業組合

代 表 者 の 名 称 ※ 吉原　祐二

事業主体の所在※ 日光市安川町６－４３

事 業 名 ポタリングによる地域活性化事業

栃木県わがまち未来創造事業計画実績書（単位事業調書）
【連携事業】

幹 事 市 町 日光市

構 成 市 町 日光市、益子町


